
議案第１号  

 

 

教育に関する議案に対する教育委員会の意見について 

 

 

（提案理由） 

  令和５年５月臨時県議会へ提案する教育に関する議案に対し、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき、知事から教育委員会の

意見を求められており、教育委員会に付議する必要があるため。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

●地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号） 

 

（教育委員会への意見聴取） 

第２９条 

地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に関する事務に係る部分その他特に

教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作成する場合に

おいては、教育委員会の意見をきかなければならない。 

参考：関係法令条項 
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 写 

財第２０号  

令和５年（２０２３年）４月２６日  

 

 熊本県教育委員会 

  教育長 白石 伸一 様 

 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫     

 

教育に関する議案に対する教育委員会の意見について 

令和５年５月熊本県議会臨時会に提出を予定している議案のうち、下記議案に関

し、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２９条の規定に基づき、貴委員会

の意見を求めます。 

 

記 

 

第 ９ 号 専決処分の報告及び承認について 

第 10 号 専決処分の報告及び承認について 
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第 ９ 号 

   専決処分の報告及び承認について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

  令和５年５月１１日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

専第 ４４ 号 

   訴えの提起について 

 熊本県育英資金貸付金の支払請求について、次のように訴えを提起することとする。 

  令和５年３月３１日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

１ 当事者 

   原告 熊本市中央区水前寺六丁目１８番１号 

                熊本県 

                 上記代表者 熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   被告 個人（３人） 

２ 事件名 熊本県育英資金貸付金請求事件 

３ 事件の内容 

被告らは、熊本県育英資金の返還を延滞しているため、約定に基づき、貸与した育英

資金の返還を求めるものである。 

４ 請求の趣旨 

(1) 被告らは、延滞返還金及び延滞利息の金員を一括して支払え。 

(2) 訴訟費用は、被告らの負担とする。 

   との判決及び仮執行の宣言を求める。 

５ 訴え遂行の方針 

  第一審の判決の結果必要がある場合は、上訴する。 
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条 例 等 議 案 関 係（概要） 

 議案番号   議 案 名  内       容 

第９号 専決処分の報告及

び承認について 

１ 専決処分した案件の名称 

  訴えの提起について 

 

２ 専決処分の理由 

  県が行った熊本県育英資金の返還金に係る支 

 払督促に対して３人の債務者から異議の申立て

がなされ、民事訴訟法第３９５条の規定により、

支払督促の申立て時に訴えの提起があったもの

とみなされ、訴訟に移行したため。 

 

３ 内容 

（１）事件名 

   熊本県育英資金貸付金請求事件 

（２）訴えの内容 

   被告は、熊本県育英資金の返還金を延滞し

ているため、約定に基づき延滞返還金及び延

滞利息の金員を一括して支払うよう求める。 
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第 １０ 号 

   専決処分の報告及び承認について 

 地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１７９条第１項の規定により専決処分した事

件について、同条第３項の規定により次のとおり報告し、承認を求める。 

  令和５年５月１１日提出 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

専第 ４５ 号 

   訴えの提起について 

 熊本県育英資金貸付金の支払請求について、次のように訴えを提起することとする。 

  令和５年３月３１日専決 

熊本県知事 蒲 島 郁 夫    

１ 当事者 

   原告 熊本市中央区水前寺六丁目１８番１号 

                熊本県 

                 上記代表者 熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   被告 個人（１人） 

２ 事件名 熊本県育英資金貸付金請求事件 

３ 事件の内容 

被告は、熊本県育英資金の返還を延滞しているため、約定に基づき、貸与した育英資

金の返還を求めるものである。 

４ 請求の趣旨 

(1) 被告は、延滞返還金及び延滞利息の金員を一括して支払え。 

(2) 訴訟費用は、被告の負担とする。 

   との判決及び仮執行の宣言を求める。 

５ 訴え遂行の方針 

  第一審の判決の結果必要がある場合は、上訴する。 
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条 例 等 議 案 関 係（概要） 

 議案番号   議 案 名  内       容 

第１０号 専決処分の報告及

び承認について 

１ 専決処分した案件の名称 

  訴えの提起について 

 

２ 専決処分の理由 

  県が行った熊本県育英資金の返還金に係る支 

 払督促に対して１人の債務者から異議の申立て

がなされ、民事訴訟法第３９５条の規定により、

支払督促の申立て時に訴えの提起があったもの

とみなされ、訴訟に移行したため。 

 

３ 内容 

（１）事件名 

   熊本県育英資金貸付金請求事件 

（２）訴えの内容 

   被告は、熊本県育英資金の返還金を延滞し

ているため、約定に基づき延滞返還金及び延

滞利息の金員を一括して支払うよう求める。 
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